ら、 檟の蔭 迄 来る と、 羽音 を 静めて、 あべこべに おど 

かして やらう と 思 ふて、 うろへ はいる や 否や、 大きな 

声で、 「と ー ト いふた。 すると、 神 鳴の やうな 声で、 「誰 

だよ、 出し抜けに 大きな 声 をし ゃァ がるの はト いふの 

を 見る と 目に余る やうな 山 女郎であった。 白い 蝶 は 肝 

を 潰して 真青に なって 後 も 見ずに 逃げ出し たが、 空 を 

飛んで は 追 ひっかれ ると 思 ふて、 成る たけ 剌の 多い 草 

むらの 間 をく ゾり く y り 逃げた。 黄な 蝶 は 薊の 葉 裏に 

隠れて 居た が、 白い 蝶の 事 ありげ にあわて、 飛んで 往 

くの を 見て、 後から 追 ひかけ た。 「ォ— ィ /\ト いふ 

て 呼ぶ といよ く あわて、 逃げる やうな ので、 「あた 



ぃ函が ある。 これが 僕の 蓄 へて 居る 蝶の 宮殿 だ。 蓋の 

裏に 列記せられ たる 女王の 名 は 「花せ 、 り」 「黄 まだら」 

「日陰 蝶」 「蛇の目」 「豹 文」 「緋 威」 「黄 ベリ 立て 羽」 「楊 

羽」 「 一 文字」 「山 黄 蝶」 「日光 白 蝶」 「大 紫」 「山 女郎」 

などで、 其 中で 価の 貴 いのは 大紫、 可愛らし いのは 山 

黄 蝶で あらう。 

子規 

〇 独り 病牀 にち > かまり て 四十 度 以下の 寒さに 苦む 時、 

外に 遊び 居た る 隣の 子が、 あれ 蝶々 が 蝶々 がと いふ 声 

を 聴いて 一道の 春 は 我が 心の中に 生じた。 それ はたし 

か 二月の 九日であった。 
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